
Math-Aquarium【定理・公式の証明】相関係数 rが－1≦r≦1であることの証明 
 

 

【準備】 

変量 xの n個の値 x1，x2，……，xnの平均値を x  とするとき，x1－ x，x2－ x，……，xn－ x  をそれぞれ

の値の 偏差 という。偏差の 2乗の平均値を，変量 xの 分散 といい，s2 で表す。 
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{(x1－ x )2＋(x2－ x )2＋……＋(xn－ x )2} 

分散の正の平方根を 標準偏差 といい， s で表す。 
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偏差の積 (x－ x )(y－ y ) の平均値を，xと yの 共分散 といい， sxy で表す。 
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n
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{(x1－ x )(y1－ y )＋(x2－ x )(y2－ y )＋……＋(xn－ x )(yn－ y )} 

xの標準偏差 sxと yの標準偏差 syの積 sxsyで，共分散 sxyを割った値を 相関係数 といい， r で表す。 
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【定理】 

相関係数 rのとり得る値の範囲は －1≦r≦1 である。 

〈注意〉証明には，数学 B「数列」で学習する Σ（シグマ）を用いる。 

 

証明 
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＋ の 1から nまでの和の中に，標準偏差，相関係数が含まれることを利用する。 


